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緊急支援対策を実現！！物価高騰
    待った

なし！物価高騰
    待った

なし！

雨に強いまちづくりへ全力！雨に強いまちづくりへ全力！

未来を創る
実現するチカラ！

公明党　京都市会議員

しました！

「文化芸術」には、豊かさとあらゆる課題を
解決していく力があると考えています。
ウクライナ情勢をはじめとし環境問題・
自然災害など、世界中が厳しい状況に
直面している今こそ、京都のまちの
「文化力」を京都のみならず日本へ
世界へと発揮する文化首都を
創造してまいります。

文化首都・京都の「文化力」を世界へ

日本初の中央卸売市場として昭和2年に開設した京都市中央市場。
施設の老朽化が進む中、 物流の高度化や更なる安全・安心の確保などのニーズにお応えできるよう
再整備を進めています。 昨年、再整備を終えた水産棟と整備中の青果棟、 地域の商店街で、 物価
高騰の影響等についてお聴きしました。 物価高騰対策、 食の安心・安全を守るために注力してまい
ります！

政府が決定した「デフレ完全脱却のための総合経済対策」を踏まえた「重点支援
地方交付金」の予算を、京都市においても着実にかつ迅速に実行するよう要望。
低所得世帯を対象とした1世帯あたり7万円給付をはじめ、物価高騰に苦しむ
事業者等に対しての支援も、 速やかに予算化することを要望しました。

決算特別委員会の市長総括質疑において、 「政府からの様々な物価高騰の追加の
支援策の打ち出しに対して、 国・府と連携をして機敏・柔軟に対応し、 市民生活を
守り抜くこと」など、 物価高騰対策を中心に質疑しました。

緊急要望

市場・商店の調査

市長総括質疑

京都市中央卸売市場第一市場・商店を現地調査

「物価高騰から市民生活を守る施策の実施を求める
 要望」（第4弾）を門川市長へ提出

決算特別委員会において、市長へ物価高騰対策
について質疑

老朽化した下水管の取替え工事を行なって
いただきました。
管の取替えで、下水の流れがよくなります。
台風シーズンに間に合うように、 スピード
対応していただきました。

局地的豪雨で浸水した家を緊急調査して
いただき、 即日堆積物をバキュームで清
掃し応急処置を行なっていただきました。
上下水道局の速やかな対応に、 地域の方
も安心していただきました。

道の傾斜により、 雨水が一箇所に集まり
玄関に浸水する被害が生じました。
水の流れ込みを防ぐため、 雨水ますを増
設していただきました。

温暖化による気候の変化にともない、 台風、 ゲリラ豪雨など、
過去に経験がないような大雨の被害が年々増加しています。
「雨に強いまちづくり」を目指し、 様々な対策に取り組んでいます。

下水管の取替え下水管の応急手当て 雨水ますを増設
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点字ブロックを補修 ！
「点字ブロックを補修して！」というメールを
公明党京都市会議員団宛てに頂きました。
即日、現地調査を行い、国道事務所に要望。
すぐに修繕されました。

古くなった階段を改修
墨染橋北の疏水べりにある階段。
近隣の方から修繕の要望を頂きました。
ガタつきや欠けがなくなり安全に通行い
ただけるようになりました。

街灯がつきました ！
「街灯が設置され、子どもさんも安心
して歩けます」と、 うれしいメッセージ
と共に写真を送ってくださいました。
私の方こそ真心に感激いたしました。

隙間の空いた柵を補修
墨染橋の疏水沿いのガードレールと柵の間
に空いていた隙間。
「目の前に子どもたちの集団登校の集合場
所と保育園があり危険！」とのご相談を頂
きました。
管轄の疏水事務所に要望したところ、既存
の資機材では補修ができないとのことでし
たが、この度、知恵を絞って補修していた
だきました。
これで、子どもたちも安心です！
貴重なお声を届けていただき、ありがとう
ございました。

らくなん進都の産業振興

持続可能な観光振興の実現へ　

さまざまな団体と政策懇談会を行なっています

（竹田七瀬川R24） （深草中ノ島町） （墨染橋北）

（墨染橋南）

らくなん進都に企業立地を促進しています。
産業振興により、 若い方の移住・定住や公共交通の利便性の向上、
にぎわいが増すなど、 まちの活性化につながるように、 取り組みを
進めてまいります。

予算特別委員会で、 持続可能な観光振興について質疑。
京都市では、 観光事業者・従事者等、 観光客、 市民の皆様とともに大切にしてい
きたいことをまとめた 「京都観光行動基準（京都観光モラル）」 を策定しています。
住む方、 訪れる方、 事業者にとって、 より良い持続可能な観光振興の実現を目指
しています。
中小企業、 宿泊・飲食業界等の人手不足については、 人材とのマッチングと定着
への取り組みについて質疑いたしました。

公明党京都府本部では「予算・税制要望並びに政策懇談会」を定期的に実施しています。
日本福祉用具供給協会、 手をつなぐ育成会、 京都府自閉症協会など、 さまざまな団体の方々から貴重なお話を
お聴きしました。 誰もが安心して暮らしていけるよう制度の充実に努めてまいります。

　


